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新年、おめでとうございます。 

今年もよろしくお願いいたします。   

 
３学期が始まりました。寒さの中でシーンと静まりかえっていた学校に、また、子どもた

ちの元気な声が戻ってきました。 

今年は令和６年 甲（きのえ）辰年です。甲辰は干支の意味としては、「成功という芽が成長し

ていき、姿を整えていく」といった縁起のよさを表しているそうですが、今年は、元日の能

登半島地震、２日の羽田空港事故と、新年から心が痛くなる災害・事故が起き、今も毎日つ

らい報道が続いています。始業式でも、はじめにそのことに触れました。今日、いつもどお

りに始業式を迎えることができたこと、本当にありがたいことです。 

始業式で子どもたちには、干支の龍にちなんで、『昇龍』天に昇る龍のように、強い

決断力を持って、勢いよく元気に物事を行う。場所やチャンスを活かして大いに活躍する。

そんな年にしていこうと話しました。また、そのために、“一人一人の持ち味を大切にし

よう”とも話しました。 

『昇龍』の如く、強い決断力を持って勢いよく元気 

に物事を行い、場所やチャンスを活かして大いに活躍して 

いく長門小学校にしていくために、職員が一丸となって、 

頑張っていきたいと思います。 

今年もよろしくお願いいたします！ 

 


